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２０２５ 年９月

　

８日

日本口腔顔面痛学会選挙管理委員会 御中

私は、２０２５年－２０２６年度日本口腔顔面痛学会理事選挙に立候補します。

氏名（自著） 巧 ん５

　

所属・職位 日本大学歯学部ロ腔内科学講座・教授

抱負

（３００字以内）

ＰＣで記入の事

日本口腔顔面痛学会ＨＰ掲載

近年、口腔顔面痛疾患の発症頻度は着実に増加してお

り、患者数も依然として増加傾向にある。その背景には、歯

科医師側における非歯原性歯痛の誤診や、慢性疹痛に対

する理解不足から生じる不必要かつ不可逆的な治療が一因

となっていると考えられる。申請者は日本大学歯学部を卒業

後、口腔外科学講座に入局し、外科的処置を中心に臨床経

験を積むとともに、基礎研究にも積極的に取り組んできた。さ

らに研究留学の機会を得て、ｏｒｏ魚ｃｉａｌｐａｉｎ＆ＴＭＤプログラ

ムに参加し、ＡｍｅｒｉｃａｎＢｏａｒｄｏｆｏｒｏ魚ｃｉａｌｐａｉｎ の Ｄｉｐｌｏｍａｔｅ

を取得することができた。これまでに培った経験を十分に活

かし、本学会の運営および発展に尽力していきたい。

用に抱負ｍｅを下記にメール

添付で送付のこと

宛先

学会事務局

ｊｓｏｐ－ｓｅｒｖｉｃｅ＠ｏｎｅｂｒｉｄｇｅ．ｃｏ，ｊｐ



立候補者履歴書

年 月 学

　

歴

　

大学卒業以降

平成１９ １２ 博士 （歯学）

　　　　

（日本大学）

職歴

平成１１ ４ 日本大学歯学部歯学部 研究生（ロ腔外科学教室第１講座）

平成１９ １０ 日本大学助教（ロ腔診断学講座）

平成２１ ５ ニュージャージー医科歯科大学歯学部：長期海外派遣研究員（２年）

平成２４ ４ 日本大学准教授（ロ腔診断学講座）

令和４ ４ 日本大学主任教授（ロ腔内科学講座）

　　　　　　　　　　

専門医等の資格、 特記すべき学会活動

Ｄｉｐｌｏｍａｔｅ，ＡｍｅｒｉｃａｎＢｏａｒｄｏｆｏｒｏ態ｃｉａＩＰａｉｎ

Ｆｅｌｌｏｗ，ＡｍｅｒｉｃａｎＡｃａｄｅｍｙｏｆｏｒｏ態ｃｉａＩＰａｉｎ

Ｆｅｌｌｏｗ，ＡｍｅｒｉｃａｎＡｃａｄｅｍｙｏｆｏｒａＩＭｅｄｉｃｉｎｅ

Ｃｅｒｔｉ賃ｃａｔｅｏｆＨｅａｄａｃｈｅＭａｓｔｅｒ（ｂｙｔｈｅｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａＩＨｅａｄａｃｈｅＳｏｃｉｅｔｙ）

日本口腔顔面痛学会指導医・専門医

　

取得（第７５号）

日本口腔診断学会指導医・認定医

　

取得（第２１９号）

日本口腔内科学会指導医・専門医

所属学会

日本ロ腔診断学会（評議員）

日本口腔顔面痛学会（評議員）

日本口腔内科学会

日本口腔外科学会

日本疹痛学会
ＡｍｅｒｉｃａｎＡｃａｄｅｍｙｏｆｏｒｏ危ｃｉａＩＰａｉｎ

ＡｓｉａｎＡｃａｄｅｍｙｏｆｏｒｏ魚ｃｉａＩＰａｉｎａｎｄＴｅｍｐｏｒｏｍａｎｄｉｂｕｌａｒＤｉｓｏｒｄｅｒｓ


